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再
開
発
事
業
で

街
の
景
観
が
劇
変
し
た

大
橋
エ
リ
ア 
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江
戸
時
代
、大
山
街
道
は
重
要
な
交
通
、輸
送
ル
ー
ト
だ
っ
た 

大
橋
に
は「
玉
電
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
玉
川
線
が
走
って
い
た 

江
戸
初
期
に
は
大
橋
と
い
う
地
名
は
な
く
、上
目
黒
の
内
で
し
た
。当
時
、こ
の
近
辺
の
目
黒

川
は
川
幅
が
広
く
、し
っ
か
り
と
し
た
大
き
な
橋
を
架
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で

上
目
黒
村
の
中
村
勘
右
衛
門
が
幕
府
に
願
い
出
て
、長
い
橋
を
架
け
ま
し
た
。そ
の
橋
は
、近
隣
の

人
々
か
ら「
大
橋
」と
い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、そ
れ
が
大
橋
と
い
う
地
名
の
由
来
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
大
橋
界
隈
が
賑
わ
い
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、何
と
いっ
て
も
大
山
街
道
が
通
っ
て
い
た
か

ら
で
す
。こ
の
道
は
、江
戸
の
赤
坂
御
門
を
起
点
に
、大
橋
の
氷
川
神
社
を
通
っ
て
多
摩
川
を
渡
り
、

厚
木
を
経
て
、大
山
の
麓
の
伊
勢
原
か
ら
、足
柄
峠
の
先
へ
と
延
び
て
い
ま
し
た
。厚
木
街
道
、矢
倉

沢
往
還
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
こ
の
街
道
は
、沿
道
の
産
物
を
江
戸
に
送
る
商
業
ル
ー
ト
で
し
た
。 

　
も
う
一つ
、こ
の
道
が
賑
わ
っ
た
の
は
、雨
ご
い
や
商
売
繁
盛
の
神
様
と
し
て
江
戸
庶
民
の
信
仰
を

集
め
て
い
た
、阿
夫
利
神
社
が
あ
る
丹
沢
山
塊
の「
大
山
詣
」の
道
だ
っ
た
か
ら
で
す
。大
橋
の
氷

川
神
社
の
石
段
の
脇
に
は「
大
山
道
」と
刻
ま
れ
た
石
の
道
標
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。今
は
国
道

２
４
６
号
、通
称・玉
川
通
り
と
名
を
変
え
て
い
ま
す
が
、現
在
も
東
京
都
と
神
奈
川
県
を
結
ぶ
主

要
な
幹
線
道
路
に
な
って
い
ま
す
。 

明
治
の
中
頃
、日
清
戦
争
の
勝
利
で
、東
京
は
新
し
い
都
市
づ
く
り
の
た
め
、建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に

沸
い
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、ビ
ル
な
ど
の
建
築
工
事
に
必
要
な
砂
利
を
多
摩
川
で
採
取
し
、

東
京
市
内
に
運
ぶ
た
め
に
敷
設
さ
れ
た
の
が
玉
川
線
で
す
。当
時
は「
砂
利
電
車
」と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。 

　
明
治
40
年（
１
９
０
７
）に
開
通
し
た
玉
川
線
は
、渋
谷
と
二
子
玉
川
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。し
だ

い
に
、沿
線
住
民
の
足
と
な
っ
て
いっ
た
玉
川
線
に
は
、目
黒
区
上
目
黒
に「
大
橋
」、世
田
谷
区
池
尻

に「
玉
電
池
尻
」の
停
留
所
が
あ
り
、大
橋
に
は
玉
電
の
車
庫
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
昭
和
44
年（
１
９
６
９
）、玉
電
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
玉
川
線
は
、自
動
車
の
普
及
な
ど
の
波

を
受
け
、一
部
区
間
で
あ
っ
た
世
田
谷
線
を
残
し
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。玉
電
の
廃
止
後
、大
橋
車

庫
は
東
急
バ
ス
大
橋
営
業
所
と
な
り
ま
し
た
が
、後
に
廃
止
さ
れ
、そ
の
跡
地
に
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

１周約400ｍの4層ループ構造

目黒天空庭園
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大
橋
地
区
の
新
た
な
試
み「
ま
ち・み
ち・再
開
発
一体
型
プ
ロ
ジェク
ト
」 

富
士
山
を
望
む
現
代
の
名
園「
目
黒
天
空
庭
園
」 

平
成
の
始
め
、大
橋
地
区
に
新
し
い「
ま
ち
づ
く
り
」計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。約

３
８,
０
０
０
㎡
の
再
開
発
エ
リ
ア
内
に
、高
速
道
路（
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
）、再
開
発

高
層
ビ
ル
２
棟
、公
園
な
ど
、多
く
の
機
能
が
集
約
さ
れ
た
街
づ
く
り
を
目
指
す
と
い
う
も
の

で
す
。こ
の
再
開
発
事
業
は
、地
域
の
住
民
、目
黒
区
、東
京
都
、そ
し
て
首
都
高
速
道
路
株
式

会
社
の
４
者
が
一
体
と
な
っ
て
街
づ
く
り
に
取
り
組
む「
ま
ち・み
ち・
再
開
発
一
体
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
な
か
で
も
、大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
東
京
都
心
部
の
高
度
に
市
街
化
さ
れ
た
所
に
建
設
す
る
た

め
、周
辺
の
環
境
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。建
設
用
地
に
制
限
が
あ
り
、高
低
差
が
約
70

ｍ
あ
る
山
手
ト
ン
ネ
ル
と
高
架
の
高
速
３
号
線
と
を
接
続
す
る
た
め
、１
周
約
４
０
０ｍ
の
４
層
の
ル
ー

プ
構
造
に
し
、普
通
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョン
に
比
べ
１
／
４
程
度
の
面
積
で
済
む
よ
う
工
夫
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、古
代
ロ
ー
マ
の
コ
ロッ
セ
オ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
円
形
の
建
物
は
、コ
ロッ
セ
オ
と
ほ
ぼ
同
じ
大

き
さ
で
、車
の
排
ガ
ス
と
騒
音
を
軽
減
す
る
た
め
に
全
体
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
と
屋
根
で
覆
い
シ
ェ

ル
タ
ー
化
し
て
い
ま
す
。地
上
42
階
と
27
階
の
２
棟
の
再
開
発
ビ
ル
に
は
、住
宅
だ
け
で
な
く
、商
業

施
設
や
区
立
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
集
約
さ
れ
、住
み
心
地
の
良
い
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
を
形
づ
く
って
い
ま
す
。 

大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョン
の
屋
上
に
あ
る
こ
の
庭
園
は
、全
国
で
初
め
て
高
速
道
路
の
屋
上
に
造
ら

れ
た
円
周
約
４
０
０ｍ
の
ル
ー
プ
形
状
の
立
体
都
市
公
園
で
す
。「
目
黒
天
空
の
庭
」を
テ
ー

マ
に
、四
季
折
々
の
自
然
や
和
の
文
化
が
楽
し
め
る
回
遊
式
の
和
風
庭
園
と
な
って
い
ま
す
。 

　
ま
た
、屋
上
の
ル
ー
プ
内
側
に
は
多
目
的
広
場「
オ
ー
パ
ス
夢
ひ
ろ
ば
」が
整
備
さ
れ
、地
域
の
イ
ベ

ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。首
都
高
速
道
路
株
式
会

社
が
設
置
し
た「
お
お
は
し
里
の
杜
」は
目
黒
川
の
原
風
景
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、地

域
の
小
学
生
を
対
象
に
し
た
稲
作
体
験
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、高
速
道
路
の
屋
上
と
は
思
え
な

い
緑
を
楽
し
め
る
憩
い
の
場
に
な
って
い
ま
す
。 

　
周
辺
の
道
路
も
電
線
の
地
中
化
や
歩
道
の
拡
幅
な
ど
、再
開
発
と
合
わ
せ
て
整
備
さ
れ
、平
成

25
年（
２
０
１
３
）に
完
成
し
ま
し
た
。大
橋
エ
リ
ア
に
は
、人
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、新
た
な
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

昭和44年（1969）に撤去された玉電。

玉電のある風景

■モノクロ写真提供／目黒区広報課

大橋ジャンクションが首都高速の新しい時代を切り開く 

玉川通りの渋滞 昭和46年（1971）

玉川通りの高速道路 昭和46年（1971）

池尻大橋駅 昭和52年（1977） 首都高速道路 昭和57年（1982）

玉川通り立体交差 昭和46年（1971）

大橋ジャンクションの建設予定地 平成9年（1997）
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橋
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、東
京
の
橋
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

千代田区駿河台４丁目～
文京区湯島１丁目

聖橋
第2 1 回

酒 井 茂 之

　
御
茶
ノ
水
駅
付
近
を
流
れ
る
神
田
川
は
、
深
い
渓
谷
を
形

作
る
。
橋
の
上
か
ら
眺
め
る
と
、
そ
の
高
さ
は
驚
く
ほ
ど
で

あ
る
。
実
は
こ
の
付
近
の
神
田
川
は
、
二
代
将
軍
・
徳
川
秀

忠
の
台た

い

命め
い

を
受
け
た
仙
台
藩
伊
達
家
が
掘
り
下
げ
た
、
人
工

の
渓
谷
で
あ
る
。
江
戸
時
代
は
水
も
き
れ
い
で
、
蛍
が
舞
う

よ
う
な
景
観
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
渓
は「
茗め

い

渓け
い

」と
雅
称

で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。 

　
下
流
か
ら
神
田
川
を
舟
で
遡
っ
て
い
く
と
、
東
京
メ
ト
ロ

丸
ノ
内
線
の
線
路
が
、
地
下
か
ら
地
上
に
出
て
斜
め
に
神
田

川
を
横
切
っ
て
い
る
。
丸
ノ
内
線
が
、
地
下
か
ら
地
上
に
出

る
場
所
は
、
沿
線
で
4
カ
所
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が

こ
の
場
所
で
、
舟
が
地
下
鉄
の
線
路
の
下
を
く
ぐ
る
と
い
う

珍
し
い
風
景
に
遭
遇
す
る
場
所
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
線
路

を
通
過
し
て
上
流
に
向
か
う
と
、
ア
ー
チ
型
を
し
た
白
い
橋

を
く
ぐ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
神
田
川
を
ま
た
ぐ
本
郷

通
り
に
架
橋
さ
れ
て
い
る
聖
橋
で
あ
る
。

　
聖
橋
は
関
東
大
震
災
後
の
復
興
橋
梁
と
し
て
、
昭
和
２
年

（
１
９
２
７
）７
月
に
、
総
工
費
72
万
４
８
０
７
円
と
、
２
年
８

カ
月
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
で

あ
る
。
橋
の
全
体
の
長
さ
は
79・３
ｍ
、
幅
員
22.
0
〜
22.
5
ｍ

と
長
い
橋
だ
が
、
神
田
川
を
ま
た
ぐ
ア
ー
チ
部
分
は
半
分
以
下

の
36・３
ｍ
。
残
り
の
43
ｍ
の
う
ち
、
南
側
の
J
Ｒ
の
線
路
や

震
災
復
興
橋
梁
の
聖
橋  

幕
府
の
学
問
所
が
置
か
れ
て
い
た

湯
島
聖
堂  

御
茶
ノ
水
駅
の
ホ
ー

ム
を
ま
た
い
だ
部
分

と
、
北
側
の
相
生
坂

（
昌
平
坂
と
も
）を
ま

た
い
だ
部
分
は
、
陸

橋
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
神
田
川
の
水
面
か
ら
橋
を
見
上
げ
る
と
、
重
厚
さ
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
ア
ー
チ
の
形
状
が
美
し
く
優
美

で
あ
る
。
こ
の
橋
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
明
治
生
ま
れ
の
建

築
家
・
山
田
守ま

も
る

。
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
永

代
橋
や
新
潟
の
萬
代
橋
、
日
本
武
道
館
や
京
都
タ
ワ
ー
ビ

ル
な
ど
、
今
で
も
彼
の
作
品
の
多
く
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
約
３
年
の
歳
月
を
か
け
て
行
わ
れ
て
い
た
聖
橋
長
寿
命

化
工
事
の
う
ち
の
ア
ー
チ
部
分
が
、
平
成
30
年（
２
０
１
８
）

の
春
に
完
了
し
た
。
覆
い
が
取
り
払
わ
れ
て
美
し
く
な
っ
た

橋
が
姿
を
現
し
て
、
土
木
学
会
の「
選
奨
土
木
遺
産
」に
も

認
定
さ
れ
た
。

　「
聖
橋
」
と
い
う
、
ど
こ
か
厳
か
で
清
浄
な
響
き
を
持
つ

橋
名
は
、
東
京
府
東
京
市（
現
・
東
京
都
）が
公
募
し
て
命
名 聖橋からみた神田川 

聖橋 

16 ● 2018 SUMMER

「東京 橋のポケットマップ」
好評販売中です！

※詳細につきましては、裏表紙をご覧ください。

別
れ
の
舞
台
に
よ
く
似
合
う
聖
橋 

　
聖
橋
の
上
か
ら

駿
河
台
の
ほ
う
を

眺
め
る
と
、
異
国

情
緒
を
醸
し
出
し

て
い
る
ニ
コ
ラ
イ

堂
の
ド
ー
ム
型
の

屋
根
が
見
え
る
。

正
式
名
称
は
「
東

京
復
活
大
聖
堂
」

と
い
い
「
ニ
コ
ラ

イ
堂
」
は
通
称
で

あ
る
。
ニ
コ
ラ
イ

堂
は
ロ
シ
ア
の
宣

教
師
で
、
の
ち
に

大
主
教
に
な
っ
た
聖
ニ
コ
ラ
イ
に
由
来
し
た
名
称
だ
。
ニ
コ

ラ
イ
は
文
久
元
年
（
１
８
６
１
）
に
函
館
の
ロ
シ
ア
領
事
館

付
き
司
祭
と
し
て
来
日
。
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
東
京
に
、

日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
を
樹
立
し
ニ
コ
ラ
イ
堂
を
建
立
し

た
。

　
ニ
コ
ラ
イ
堂
は
、
日
本
で
初
め
て
の
本
格
的
な
ビ
ザ
ン
チ

ン
様
式
の
教
会
建
築
と
い
わ
れ
、
明
治
17
年
（
１
８
８
４
）

に
工
事
が
は
じ
ま
り
、
７
年
後
の
明
治
24
年
（
１
８
９
１
）

に
竣
工
し
た
。
設
計
を
担
当
し
た
の
が
、
鹿
鳴
館
や
旧
岩
崎

邸
な
ど
を
手
掛
け
た
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
で
あ
る
。 

　
ニ
コ
ラ
イ
の
鐘
が
鳴
る
風
情
を
歌
っ
た
『
ニ
コ
ラ
イ
の
鐘
』

は
、
作
詞
を
門
田
ゆ
た
か
、
作
曲
を
古
関
裕
而
が
手
掛
け
、

藤
山
一
郎
が
格
調
高
く
歌
い
あ
げ
、
三
番
目
の
歌
詞
が
最
も

情
緒
的
で
あ
る
。

　
明
治
42
年
（
１
９
０
９
）、
こ
の
ニ
コ
ラ
イ
堂
の
鐘
の
音
に

ひ
か
れ
て
、
千
駄
ヶ
谷
村
か
ら
駿
河
台
東
紅
梅
町
に
移
転
し

て
き
た
の
が
、
与
謝
野
鉄
幹
と
晶
子
夫
妻
だ
っ
た
。
夫
妻
は

明
治
42
年
の
１
月
か
ら
翌
年
の
６
月
ま
で
駿
河
台
に
居
を
構

え
て
い
た
が
、
二
人
の
歌
人
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
鐘
の
音

を
聞
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
聖
橋
は
、
し
ば
し
ば
男
女
の
別
れ
の
舞
台
と
し
て
謳
わ
れ

て
い
る
。

　
歌
手
の
「
あ
さ
み
ち
ゆ
き
」
が
歌
っ
た
『
聖
橋
で
』
は
、

阿
久
悠
の
作
詞
に
よ
る
作
品
で
、
売
れ
な
い
小
説
を
書
い
て

い
た
若
い
こ
ろ
の
自
身
と
重
ね
合
わ
せ
た
歌
詞
だ
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
聖
橋
は
、
こ
れ
か
ら
も
歌
や
物
語
の
舞
台
と
し

て
、
湯
島
聖
堂
や
ニ
コ
ラ
イ
堂
と
と
も
に
、
語
り
継
が
れ
て

い
く
に
違
い
な
い
。

さ
れ
た
。
左
岸
側
の
湯
島
の
丘
陵
地
帯
に
「
湯
島
聖
堂
」
が

あ
り
、
右
岸
側
の
駿
河
台
の
高
台
に
は
「
東
京
復
活
大
聖
堂
」

（
通
称
、
ニ
コ
ラ
イ
堂
）
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
聖
堂
を
結
ぶ

間
に
あ
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
湯
島
聖
堂
に
は
江
戸
時
代
、
世
に
名
高
い
幕
府
直
轄
の

学
問
所
で
あ
る
「
昌
平
坂
学
問
所
」
が
置
か
れ
て
い
た
。
幕

府
の
儒
官
だ
っ
た
林
羅
山
が
上
野
忍
ヶ
岡
に
創
立
し
た
私

塾
「
弘
文
館
」
を
、
五
代
将
軍
・
徳
川
綱
吉
が
元
禄
３
年

（
１
６
９
０
）
に
湯
島
昌
平
坂
に
移
し
た
。
こ
う
し
て
大
成

殿
（
聖
堂
）
を
造
営
し
、
主
に
旗
本
や
御
家
人
の
子
弟
の
教

育
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
お
よ
そ
１
０
０
年
を
経
た

寛
政
９
年
（
１
７
９
７
）
に
は
、
学
舎
の
敷
地
を
現
在
の
東

京
医
科
歯
科
大
学
の
地
ま
で
拡
張
し
、
幕
府
直
轄
の
学
校
と

し
て
「
昌
平
坂
学
問
所
」（
通
称
、
昌し

ょ
う
へ
い
こ
う

平
黌
）
を
開
設
し
た
。

聖
堂
に
は
南
楼
と
北
楼
と
い
う
校
舎
が
あ
り
、
南
楼
に
は
幕

臣
の
子
ど
も
た
ち
、
北
楼
に
は
諸
藩
の
武
士
の
子
ど
も
た
ち

が
入
っ
て
勉
強
に
励
ん
で
い
た
。

　
武
家
の
子
ど
も
た
ち
は
、
７
歳
く
ら
い
か
ら
読
み
書
き

を
は
じ
め
、
11
、
12
歳
に
な
る
と
聖
堂
に
お
い
て
「
素そ

読ど
く

吟ぎ
ん

味み

」
と
い
う
試
験
を
受
け
る
た
め
の
準
備
を
は
じ
め
た
。
13

歳
に
な
る
と
学
問
所
に
入
学
す
る
た
め
の
試
験
を
受
け
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　
敷
地
内
に
点
在
す
る
聖
堂
の
黒
く
装
飾
さ
れ
た
建
物
は
、

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
９
月
１
日
に
発
生
し
た
「
関
東
大

震
災
」
で
被
災
し
た
。「
入
徳
門
」
と
「
水
屋
」
を
残
し
て

焼
失
し
、
現
在
の
「
杏き

ょ
う

壇だ
ん

門
」
や
「
大
成
殿
」
は
昭
和
10
年

（
１
９
３
５
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
「
杏き

ょ
う

壇だ
ん

」
は
、
孔
子
が
学
問
を
講
じ
た
壇
の
周

囲
に
杏あ

ん
ず

の
木
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
「
杏
壇
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
こ
の
言
葉
が
教
師

が
立
つ
「
教
壇
」
と
い
う
言

葉
に
派
生
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
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聖　橋

●架橋位置／千代田区駿河台４丁目～文京区湯島１丁目 
●橋長79.3m 

千代田区駿河台４丁目～文京区湯島１丁目に
架橋された都道 403 号（本郷通り）を通す橋。

関東大震災後の復興橋梁として昭和２年（1927）に、架
橋された長さ79.3ｍ、幅 22.0 ～ 22.5ｍの鉄筋コンクリー
トアーチ橋。アーチ部分の長寿命化工事が、平成 30 年
（2018）の春に完了した。 

小泉癸巳男「聖橋」木版 1932年7月（昭和大東
京百図絵版画完制判 第三十景 聖橋より） 

ニコライ堂 
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■「東京ふれあいロード・プログラム」の概要
公社は、「東京ふれあいロード・プログラム」に協力し、参加団体の皆様に活動費の
助成などを行い、道路美化活動をサポートしています。

■公社の役割

参加団体
道路美化活動に
関する協力・支援

活動費の助成など

協定の締結
東京都（道路管理者）

●公社では、東京ふれあいロード・プログラム参加団体を対象に、「清掃用具やジャ
ンパー等の物品支援」を行っています。 物品支援について、詳しくは公社にお問
い合わせください。

（公財）東京都道路整備保全公社 総務部 公益事業課
【電話：03-5381-3380（直通）】

■公社によるTRみちづくりサポート事業

対象となる活動

対象となる活動は、都道で行う
次の（1）、（2）に該当する活動です。

1 清掃活動
清掃活動とは、紙くず・空き缶・吸殻・落ち葉などを拾う活
動です。

2 緑化活動
緑化活動とは、植栽の手入れ・花苗の植替え・種まき等を行
う活動です。

対象となる団体 東京都内の自治会、町内会、商店会、学校、企業、NPO 法人、
ボランティア団体等

活動場所 都道の歩道部分（供用を開始した道路）

募集期間 随時募集しています。

活動期間 年間を通じて活動することとし、特に期間は定めていません。

活動に係る
支援等

原則として、無償で活動していただきますが、活動の補助として、
活動用具等の費用の一部支援を受けることができます。

支援の
内容

活動費の支援（1 年間 最高 8 万円まで）※

活動区域内へのサイン（表示板）の設置

※審査の結果、有償団体として認定した団体に限ります。

認定方法 団体等から、活動を希望する区間（都道）を提示された後、活動
の場所等が適切かどうか、東京都が確認した上で認定します。
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小山26号線通りをきれいにしたい。 
丹精込めて育てた花たちが、 

私たちの活動の誇りになっています。 

小山 26 号線通り振興会花づくり委員会と
武蔵小山西口商店街の皆さん 

２つの商店会がタッ
グを組んでいます。 

愛情を込めて丁寧に植えていきます。 

植え替え前 植え替え後

街路樹の根元も華やか
になりました。 

これから植え込みをする
苗たち。準備万端です！  

成長した雑草の草取りから
スタート。

何回も掘り起こして
土をならします。

たっぷりと水をあげます！

彩りとバランスを考えて花を配置！

環境に対する意識は年々高まり、道路空間にもうるおいと安らぎが求められ
ています。私ども公社では、ボランティアによる快適な道路環境づくりを目
指す東京都の「東京ふれあいロード・プログラム」に協力しています。 
このプログラムは、道路の清掃や植栽の手入れなどの道路美化活動を、地域
住民の協力や地元自治体、企業団体と東京都が協力しあって進めていくもの
です。 
平成30年7月現在、この「東京ふれあいロード・プログラム」に参加くださっ
ている団体は150 団体です。公社ではこのプログラムに参加する団体に対
し、清掃グッズやジャンパー等の支援や、活動費用を助成しています。 

公益目的事業①（道路に関する助成支援事業）

 色とりどりの季節の花たちが、 
道ゆく人たちを癒しています！ 

私たちの街を元気にしてくれる花たちに感謝してます！

主な活動内容／年2～３回の花植えと
植栽の管理と道路清掃。 小山26号線
通り振興会のある都道420号鮫洲大
山線（補助26号線）の品川区荏原４丁
目～小山3丁目の歩道の清掃と花壇
の花植え、水やり、花がらつみ。 

■内容
［開 催 日］毎月第 4 木曜日（祝日開催無し）

※平成30年11月22日(木)については、最寄りの水上バスの乗船場で工事が行わ
れる予定のため中止となります。 

［集合時間］12 時
［集合場所］かちどき　橋の資料館
［解散場所］浅草（水上バス・浅草寺二天門前発着場）
［参加人数］最大 15 名
［参加費用］無 料
［案内説明］東京都建設防災ボランティア協会
［所要時間］2時間程度（水上バス乗船 50 分程度）

■申込方法
往復はがきに①希望月日②住所③氏名④年齢⑤当日連絡が
取れる電話番号⑥参加人数（1通で3名様まで可）を記入し下
記宛先へ送付してください。
※希望月の前月末日必着でお願いします。例：希望日が 9 月第 4 木曜日

の場合→ 8 月末日必着）
※応募多数の場合は抽選となります。
※返信用にはご自分の住所、氏名のご記入をお願いします。
※お送りいただいた個人情報については、ツアー運営以外の目的には使

用いたしません。

■宛先 
〒163-0720 
新宿区西新宿2-7-1 小田急第一生命ビル20階  

（公財）東京都道路整備保全公社「隅田川著名橋等ツアー」予約係

■決定通知方法
返信はがきにて、毎月10日までに抽選結果をお知らせします。

■申込の条件
①歩行距離約1km、階段の上り下り及び水上バスの乗下船
などがあるため、安全面を考慮し、体力的に自信があり自力
で行動できる方。 ②小学生以上の方

■参加にあたってのお願い
 ・ツアー実施中の食事はご遠慮ください。 ・動きやすい服装、
歩きやすい靴でお願いします。・荷物は各自で持ち歩きます。

この「隅田川著名橋等ツアー」は、勝鬨橋の補修工事に伴い勝鬨橋橋脚内見
学ツアーが一時中断となる期間のみ実施いたします。

お問い合わせ先
（公財）東京都道路整備保全公社 公益事業課　
03-5381-3380

かちどき 橋の資料館を見学し、勝鬨橋を歩いて見て回った
後、水上バスに乗船し隅田川の著名橋及び水門等河川施設
を船上からガイドと一緒に見学します。

地域の住民や企業の皆様と東京都が協力して、道路の清掃や
植栽の手入れなどの美化活動を行うことにより、道路利用のモラ
ル向上と潤いのある道路空間の創出を目的とする制度です。

■「東京ふれあいロード・プログラム」とは

東京都建設局 道路管理部 路政課 管理担当
【電話：０３-５３２０-５２81（直通）】

■「東京ふれあいロード・プログラム」についてのお問い合わせ

参加団体募集中 !

「
東
京
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 公益目的事業①（道路見学ツアー事業）
隅田川著名橋等ツアー

参加の
申込

更新の
申し出

審
査

2
月
末

協定の
締結

協定の
締結

（1年間）

道路美化活動の開始

道路美化活動の開始

認定証の交付

認定証の交付

更新の場合

●平成30年7月現在、150団体が活動しています。

■「東京ふれあいロード・プログラム」認定までの流れ
新規参加の場合

活動に係る支援等

活動に係る支援等

支援希望

支援希望

活動の継続 ●活動団体　■東京都

武蔵小山

平塚橋

420
目黒
線

品川平塚橋
郵便局

武蔵小山駅

活動場所

小山3小山3

小山4小山4

荏原4荏原4

武蔵小山
西口商店街
武蔵小山
西口商店街

小山26号線通り
振興会

小山26号線通り
振興会
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　小山 26 号線通り振興会花づくり委員会は、平成 20 年に東京
ふれあいロード・プログラムに認定されました。現在、都道 420
号鮫洲大山線（補助 26 号線）の品川区荏原４丁目～小山 3 丁目
の歩道にある植栽帯の花植えと歩道の清掃をしています。両側
を合わせると約 2km にもなる広範囲なため、武蔵小山西口商店
街の皆さんにも協力してもらっています。元々この 26 号線沿い
には街路樹としてサツキが植えられていたのですが、空き缶やゴミが捨てられたり、自
転車置き場にされている所もあり、かなり荒れている状態でした。商店街として手入れ
をしたいと、東京都建設局第二建設事務所に相談をし、107 カ所ある植栽帯のうち 76 カ
所の花植えをするようになりました。この 10 年間、花植えや清掃作業をしていると「い
つも綺麗にしてくれてありがとう！」「季節の花が楽しみです！」と声をかけてくれる
人も増えてきて、私たちの活動が認知されているのを実感しています。ただ、年間を通
して花を絶やさないようにするのは大変で、「26 花づくりボランティアの会」というボ
ランティア組織を作り、商店街以外の人たちにも応援してもらっています。花植えや掃
除を通して、地域が一つにまとまるきっかけにもなりました。これからはどうやって私
たちの活動のバトンを次の世代につなぐかが大きな課題です。子どもたちが通学で歩く
時や通勤時に、自分の街に帰ってきた、とホッとできる街にしていきたいと思っています。 

小山26号線通り振興会花づくり
委員会の活動スケジュール 

花植えや掃除を通して、 
地域が一つになっていければ嬉しいです。

小山26号線通り振興会 会長　
三上博志さん 

　小山 26 号線通り振興会花づくり委員会（品川区 )訪問団体 49
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公
社
の
駐
車
場
に
つ
い
て

教
え
て 

の仕事

公
社
な
ら
で
は
の

安
全
管
理
と
は
？

や
り
が
い
は
な
に
？

ど
の
よ
う
に
日
常
の
駐
車
場
を 

管
理
・
運
営
し
て
い
る
の
？ 

　
公
社
は
、
平
成
30
年
６
月
現
在
、
駐
車
場
を
都

内
で
２
０
２
場
１
０
，０
５
６
台
（
内
、
オ
ー
ト

バ
イ
55
場
１
，１
５
６
台
、
バ
ス
３
場
39
台
）
の

管
理
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。公
社
の
公
益
的・

先
進
的
施
策
と
し
て
四
輪
の
駐
車
場
で
は
、
都
内

の
違
法
路
上
駐
車
の
７
割
以
上
が
、
30
分
未
満
の

短
時
間
駐
車
で
あ
る
こ
と
か
ら
短
時
間
路
上
駐
車

削
減
を
目
的
と
し
た
「
30
分
未
満
駐
車
料
金
無
料

化
」
等
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
お
客
様
に
安
全
・
安
心
・
快
適
な
駐
車

場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
日
常
点
検
に

加
え
、定
期
的
な
夜
間
巡
回
点
検
の
実
施
を
行
い
、

場
内
の
明
る
さ
は
適
切
か
、
昼
間
と
変
わ
っ
た
様

子
は
無
い
か
等
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、

防
犯
防
災
対
策
の
強
化
と
し
て
所
轄
警
察
署
、
消

防
署
や
地
元
の
町
会

と
連
携
し
た
防
犯
・

消
防
訓
練
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

等
地
域
の
防
犯
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。 

　
日
常
の
清
掃
や
設
備
の
点
検
、
コ
イ
ン
パ
ー
キ

ン
グ
の
集
金
・
つ
り
銭
等
の
補
充
、
巡
回
や
お
客

様
の
情
報
提
供
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
場
内
施
設
の

破
損
の
修
繕
、
不
正
駐
車
の
排
除
等
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。ま
た
無
人
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
で
は
、

24
時
間
３
６
５
日
対
応
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
、
迅
速
に
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。 

　
お
客
様
か
ら
い
た
だ
い
た
お
声
に
対
し
迅
速

に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
ま
た
、
頼
む
よ
」

や
「
あ
り
が
と
う
ね
」
と
い
う
お
言
葉
を
い
た

だ
く
こ
と
が
最
大
の
や
り
が
い
で
す
。
例
え
ば

今
年
の
冬
は
大
雪
が
降
り
ま
し
た
が
、
朝
一
か

ら
駐
車
場
や
そ
の
周
辺
の
雪
か
き
を
職
員
総
出

で
実
施
し
た
時
に
、
地
域
の
方
か
ら
温
か
い
お

言
葉
を
た
く
さ

ん
頂
戴
し
ま
し

た
。 

　
公
社
職
員
と

し
て
今
後
も
お

客
様
や
地
域
の

方
々
に
愛
し
て

い
た
だ
け
る
よ

う
に
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
ま
す
。 

お
客
様
に
安
全
・
安
心
・
快
適
な
駐
車
場
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
、 

適
切
な
管
理
・
運
営
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

駐 車 場 管 理・

運 営

　
公
社
が
道
路
占
用

許
可
を
受
け
て
管
理

運
営
す
る
道
路
高
架

下
駐
車
場
及
び
隣
接

す
る
高
架
下
道
路
区

域
で
は
、
そ
の
許
可

基
準
の
規
定
に
基
づ

き
高
架
道
路
の
保
全
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
道

路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
的
確
に
点
検
等
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、日
常
点
検
に
加
え
、

道
路
管
理
の
経
験
が
豊
富
な
他
部
署
の
職
員
の
力

を
借
り
て
公
社
一
丸
と
な
っ
て
重
点
点
検
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
異
変
が
確
認
さ
れ
れ
ば
事
故
が
起

き
る
前
に
道
路
管
理
者
に
報
告
す
る
な
ど
、
駐
車

場
の
み
な
ら
ず
高
架
下
道
路
を
含
め
た
管
理
に
努

め
安
全
・
快
適
な
道
路
環
境
の
創
出
に
寄
与
し
て

お
り
ま
す
。 

道路高架下の点検 

お客様や地域の方々に愛される駐車場を目指して頑張ります！

防犯・消防訓練

公社では、様々な事業を行っています。
このコーナーでは、公社の事業の仕組みと合わせて、
公社の部署とそこで働く職員にスポットを当てながら、
公社の仕事をご紹介していきます。

● 2018 SUMMER

【公益目的事業】
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東京都道路整備保全公社について

【収益事業】

公 社 の 事 業 の 仕 組 み
公社は全ての事業において公共性・公益性を追求し、首都東京の再生と都市機能の維持増進、都民生活の向上に貢献しています。

▶首都東京の再生と首都機能の維持増進
▶都民生活の向上

得られた収益を広く
都民・社会に還元

● 道路用地取得事業   ● 道路管理受託事業
 ● 無電柱化推進事業   ● 道路見学ツアー事業 等

● 駐車場事業
 ● 新宿駅西口広場活性化事業　等

● 都内時間貸駐車場検索サイト「s-park」の運営
 ● 都内駐車場への普及支援　等

道路事業

自主経営事業

 駐車対策事業

・新宿駅西口広場「イベントコーナー」 ・新宿駅西口広場におけるブライトサインの掲出
新宿駅西口広場の「イベントコーナー」の管理運営を行ってい

ます。「イベントコーナー」では、観光物産展など公共性・公

益性の高いイベントを開催し、賑わいや活気を創出しています。

また、チャリティ物販の売上の一部を福祉事業等に寄付してい

ます。

西口広場内に設置された照明設備を兼ねた広告物「ブライト

サイン」の管理運営を通じて、明るく快適な地下歩行空間

の確保に取り組んでいます。

公 社 の 取り組 み

【 新 宿 駅 西 口 広 場 活 性 化 事 業】

公益財団法人



★タテ・ヨコのカギを解いてパズルを完成させてください。
　A～Hの文字を順番に並べてできた言葉が答えです。

クロスワードパズル㉒

Crossword Puzzle

タテのカギ

ヨコのカギ

クロスワードパズルの答えを、添付のプレゼント応募はがきの答え欄にご記入の上、
ご希望のプレゼント名をお書きになり、ご応募ください。正解者の中から抽選でご希望の賞

品をプレゼントいたします。当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。尚、パソコン
や携帯からもご応募できます。詳しくは、P22に掲載のプレゼント応募方法をご覧ください。

※ご応募はお一人様一通一口とさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

締切／平成30年10月31日（締切当日消印有効）

ク
ご希望の

品をプレゼントいたしま

応募方
法

クロスワードパズルでリフレッシュ！

頭の柔軟
体操で

気分転換し
てみません

か？

パズルを解
いて

プレゼント
をゲット!!

21

父
の
○
○
○
を
保
つ

マ
ン
シ
ョ
ン
を
買
う
な
ら
中
古
、○
○
○
○
、ど
っ
ち
？

祭
り
の
際
に
出
回
る
屋
台

た
き
火
で
○
○
を
取
る

帰
り
み
ち

好
む
こ
と
を
英
語
で
は
？ 

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
短
い
文
を
投
稿
す
る
こ
と 

こ
ん
が
り
焼
け
た
こ
れ
に
バ
タ
ー
や
ジ
ャ
ム
を
塗
る
と
美
味

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
定
番・フ
ラ
イ
ド
◯
◯
◯

パ
ー
テ
ィ
ー
の
進
行
役

強
が
る
時
に「
は
る
」「
切
る
」の
は
何
？

1 たまにはレストランで◯◯◯◯◯ 

6 現在と未来。現世と来世のこと

7 ○○・銀・銅 

8 昼食はこれがお得 

11 ○○は災いのもと 

13 1967年に成立したヨーロッパ共同体

15 メレンゲを作る時に除く部分 

17 固形物に熱を加えて液状にすること

18 ピンク色をしたアンデスのローズソルトが有名 

19 針に通すもの 

2018 SUMMER ●

A  E
C   

  
 H   D  
B  F   
  
G  

答えは、TR-mag.53号にて発表

  F
C A   
 B  

    
   E  
  

D  

1 2 3 4 5

6 7

8  9

    10

11 12 13 14

15 16 17  

18   19

1 2 3 4 5

6  7 8

9 10   

11   12 13  

 14  15 16

17  18 19  

 20    

16  14   12   10     9    8    7     5    4     3    2    

TR-mag.51号
クロスワードパズルの答え

ニ シ キ 　  キ  チ

カ 　 オ フ シ ヨ ア

ク タ ニ 　 キ イ

サ ケ フ イ ゴ  　

　 ノ ー ト ミ キ

シ コ 　 マ ト  ド

ツ フ キ ノ ト  ウ

答えは「オタカノミチ」でした。



❶30名

❷30名

 公社オリジナル
『都内オートバイ駐車場MAP』 
『特注トミカs-park都営バス』 

『東京 橋のポケットマップ』

ビューティーソイソース キャラメル
W alking Guide B eauty Soy 

Sauce C aramel  

みどりの散歩道（9コース１セット）を3名様にプ
レゼント。詳細は応募方法をご確認ください。

みどりの散歩道
みどりの散歩道は、『まちを見る、知る、耕す』をテー
マに、季節の花や木など、身近な自然を楽しみな
がら、目黒区の歴史や風土を知ることができる目黒
区の散歩ガイド。区内に設定された 9コースをそれ
ぞれ地図や写真等で紹介しています。 

（公財）東京都道路整備保全公社が編集したライダーのための『都内オートバイ
駐車場 MAP2018』。掲載駐車場数もさらに充実しました。また、公社が開催する
様々なイベントで大人気のノベルティー『特注トミカ s-park 都営バス』も大好評
です！  

SOY&CO.1879 のビューティーソイソースは、美
容・健康に効果があるといわれる果物果汁 100％
を使用。素材を活かすうすくち醤油は、ミシュラン
の星獲得店も使用する、兵庫県たつの市の醸造
元の天然醸造。カルパッチョ、ステーキ、サラダ
ドレッシングなど、かけるだけでレシピの幅が広が
ります。東京の路面店は学芸大学駅近くの鷹番
にあります。 

学芸大学駅で見つけたフランス菓子店「リュード
パッシー」。人気のキャラメルは、最高級の生ク
リームとバター、フランス・ブルターニュ地方のゲ
ランド産の海塩など、フランスで修行を重ねたシェ
フが厳選した素材で作られています。酸味や苦味、
香りが口のなかでとろけるように広がる大人のため
の絶品スイーツです。 

SOY&CO.1879のビューティーソイソース（イチ
ゴ、カシス、バナナ）を3名様にプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。

リュードパッシーの手づくりキャラメル（10個入
り）を3名様にプレゼント。 詳細は応募方法を
ご確認ください。 

（公財）東京都道路整備保全公社のオリジ
ナルグッズ（①②〈非売品〉のいずれか1点）
を30名様にプレゼント。詳細は応募方法を
ご確認ください。 

『東京 橋のポケットマップ 
（5編1セット）』を5名様にプ
レゼント。詳細は応募方法を
ご確認ください。 

（公財）東京都道路整備保全公社では、国の重要文化財に指定された勝鬨橋、
永代橋及び清洲橋等の歴史的価値やその他特徴のある橋などを水系別に紹介
している「東京 橋のポケットマップ」 （800 円／ 5 編 1 セット）の販売をしてお
ります。橋を探索しながらまち散歩を楽しめる、
携帯に便利なポケットサイズで、全 309 橋が 
①隅田川編｠　②日本橋川・神田川編｠
③ 23 区西部・臨海部編｠
④ 23 区東部・荒川編｠　⑤多摩編
に分けて紹介されているスグレモノです。

スをそれ
ます。
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次号は平成30年11月1日発行予定です。

発行日／平成30年8月1日
発行元／公益財団法人東京都道路整備保全公社
住　所／〒163-0720東京都新宿区西新宿2丁目7番1号　小田急第一生命ビル20階
　　　　TEL.03-5381-3361 FAX.03-5381-3355
　　　   公社ホームページ　https://www.tmpc.or.jp
企画制作・編集・デザイン／株式会社京王エージェンシー

※掲載データは平成30年7月20日現在のものです。

プレゼント応募方法
Present for youマークのついたプレゼントをご希望の方は、専用応募ハ
ガキに、P21のクイズの答えをご記入の上、ご応募ください。また、下記の

プレゼント応募アドレス、QRコードにアクセスし、ご応募もできます。尚、プレゼ
ントの色、柄、デザイン等は写真と異なる場合がございますので、あらかじめご
了承ください。

●応募締切／平成30年10月31日（水）(専用応募ハガキによるご応募の場合
は、締切当日消印有効）

●お一人様一口のみ有効です。

※発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要

な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

QRコード
スマートフォンから簡単アクセス！
（機種によりうまく表示されない場合があります）

●パソコンからも携帯からも

https://www.tmpc.or.jp/02_about-us/present.html

プレゼント応募アドレス

プレゼント応募ページより
ご意見・ご感想もお寄せください。
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T R（  T  は  To k y o  ・ To w n  を、R  は  R o a d  を象 徴 ）は 、
東 京 都 道 路 整 備 保 全 公社 の 事 業 を 表 すブランドネームで す。

これからも、渋滞対策や、うるおいのある道路空間の創出をはじめ、
様々な公益事業を積極的に展開していきます。

人もクルマも 、
  ホッとする 街 づくり 。

「東京 橋のポケットマップ」好評販売中！！

■マップの内容
①隅田川編 
②日本橋川・神田川編 
③23区西部・臨海部編
④23区東部・荒川編 
⑤多摩編
※5編1セットとなっております。
■販売価格／800円（5編1セット）

「東京 橋のポケットマップ」は、国の重要文化財に指定された勝鬨橋、永代橋及び清洲橋等の歴史的価値やその他特
徴のある橋など全309橋を水系別に紹介！また、橋を探索しながらまち散歩ができるように、携帯に便利なポケットサイズ
です。この機会に是非お求めください。

309橋を

水系別に紹介！ 

■販売場所

※商品についてのお問い合わせや郵送販売のご依頼はこちらで受け付けております。
　お気軽にお問い合わせください。

①公益財団法人東京都道路整備保全公社＜事業係＞
新宿区西新宿2-7-1　小田急第一生命ビル20階
03-5381-3131　販売時間：9:00～17:00（土・日・祝日・年末年始を除く）

②錦糸町パークタワー（公益財団法人東京都道路整備保全公社）
墨田区江東橋3-5-16
03-3635-0074　販売時間：24時間営業（年中無休）

③東京観光情報センター（公益財団法人東京観光財団）
新宿区西新宿2-8-1　東京都庁第一庁舎1階
03-5321-3077　販売時間：10:00～18:00（年末年始を除く）

④吾妻橋観光案内所
墨田区吾妻橋1-23-20 墨田区役所2階
03-6658-8097　販売時間：9:00～17:00（定休日を除く）

東京 橋のポケットマップ


